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「連続繊維施工士」の 

平成２２年（第２回）資格認定試験（東京会場） 

ご 案 内 
繊 維 補 修 補 強 協 会 

 
戦後最悪の被害をもたらした阪神淡路大震災から、早くも 1５年が経過しましたが、その間に
も、新潟県中越地震を始め、いまだ大きな人的物的な被害が発生しています。建物の耐震化によ

る倒壊防止は人的被害を減らす為の大きな要因となっていることから、既存建物の改修による耐

震化を進めるために、国や自治体ではさまざまな促進策を実施してきています。 

炭素繊維やアラミド繊維を用いた連続繊維シートによる既存建物補強工法は、居ながらの補強

が容易なことなどから今後増々需要が増加し普及することが予想されますが、一方では、昨今の

耐震偽装行為などにより建物の品質に対する信頼性が揺らいでいる状況にあり、補強工事の施工

品質に対する評価は一段と厳しくなることが予想されます。 

連続繊維を用いた補強法の施工品質確保のためには、本工法を良く理解し、本工法特有の管理

知識を修得した経験ある技術者によって施工する必要があります。そのため、繊維補修補強協会

では、国土交通省他関係機関のご指導の下「連続繊維施工管理士」と「連続繊維施工士」の２つ

の資格を認定・運用し、本工法の品質確保に当たっており、これまでに両資格合わせて 2,492 名
（21年 9月末現在）の認定資格者を輩出しています。また、本資格はわが国では唯一当協会が認
定しているものであります。 

本資格の有用性については、平成１７年２月に建築基準法告示が改正され、本工法の建築基準

法適用の道筋が付けられましたが、その技術的指針として国土交通省住宅局建築指導課長より各

都道府県に示達された「あと施工アンカー・連続繊維補強設計・施工指針」（平成１８年５月）に

も当協会の資格の利用が推奨されています。さらに、（財）建築保全センター発行の「建築改修工

事監理指針平成１９年版」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）に「連続繊維施工管理士」と「連

続繊維施工士」の認定資格が紹介されております。 
このように当協会資格が評価される状況になったことから、特に連続繊維施工に関する実際の

施工に携わる技能者を対象とした「連続繊維施工士」資格取得をより多くの方々に目指していた

だく様、受講者の時間・費用等の負担を軽減すべく試験内容を再構成いたしました。その結果、

平成１９年から従来２日を要していた試験を１日に圧縮し、試験費用も大幅に減額できることと

なりました。これを機会に改めて施工士資格取得を目指していただきたいと思います。 

以上の主旨に沿い、本年第２回の「連続繊維施工士」資格認定試験を下記により実施いたしま

すので、ご案内いたします。 
本試験では学科試験の他に、柱の模型を用いて炭素繊維シート（材料は支給）を貼付ける実技

試験を行いますので、ご留意下さい。 
 



 

（連続繊維施工士） 
１．受験資格 
   連続繊維補修補強工事の施工経験（補助業務も含む。）2年以上（事業所の証明が必要）の者。 
 
２．研修会・資格試験の実施方法とその内容 
（１）研修会  連続繊維シート工法についての基礎知識および施工方法についての研修です。 
        又、実技試験内容を説明した動画を上映して、実技の研修を行います。 
        この研修の受講者でないと、学科試験、実技試験は受験できません。 
 
（２）学科試験  
        〇×式 ３０問     
 
（３）実技試験  
  技能試験内容 
①制限時間内（最大 110分）に所定量の炭素繊維シートを柱の模型に施工する。（研修会の中
で、試験方法の説明が行われます。） 
②試験材料（連続繊維シート・樹脂類）は前田工繊㈱殿のご提供によるものです。 

 
３．研修会・学科・実技試験の開催要領 

試験科目 開  催  日  時 備   考 

 研 修 会 平成２２年 ４月１７日（土） 9:00～11:10  

 学科試験        〃      11:30～16:00 

実技試験        〃      11:30～16:00 

 
８：４０より受付 

 
 
 
１班･２班に分け 
 て実施する 

    学科試験には鉛筆、消しゴム等の筆記用具をご持参下さい。 
    実技試験には、申し込み後送付される実技試験問題にある工具を持参してください。 
 
（１） 会 場   東京都立多摩職業能力開発センター 府中校（旧：東京都立府中技術専門校） 
          東京都府中市南町４－３７－２ 
          （ＴＥＬ：０４２－３６７－８２０１） 
（２） 定 員   ３０名（定員になり次第、締切ります） 
（３）研修会受講料(含テキスト代)および学科試験・実技試験受験料                     

会員区分 費用区分 連続繊維施工士 

    研修会受講料 １０，０００円 

学科試験受験料  ５，０００円 

実技試験受験料 ２５，０００円 
正会員 

計 ４０，０００円 



 

研修会受講料 ２０，０００円 

学科試験受験料 １０，０００円 

実技試験受験料 ４０，０００円 

正会員 
以外 

計 ７０，０００円 

 
（４）申込み手続き 
    ①同封の受験申込書を用い、まずＦＡＸで申し込んで下さい。（締切り３月２９日（月）） 
    ②協会よりＦＡＸした受付票を受領された後、下記の銀行に受講料・受験料を振込みの 
     上、写真２枚を貼付した受験申込書を３月３０日（火）（当日消印有効）までに下記宛

に郵送して下さい。 
     注１）振込証明書（写）を受験申込書に必ず添付して下さい。 
     注２）受講料・受験料の払い戻しは致しません。 
 
   [振込先又は問合せ先] 
    〒108-0014 港区芝５－２６－２０ 建築会館６Ｆ 繊維補修補強協会 
     （TEL：03－3453－8001・FAX：03－3453－8008）  
    振込先銀行：三菱東京ＵＦＪ銀行 田町支店  口座番号：普通 １６３８２４３ 
    口座名義 ：繊維補修補強協会 （※振込手数料は振込元にて御負担下さい。） 
      
（５）受講・受験票・テキストおよびＣＤ・実技試験問題 
   入金確認後、申込者に受講票・受験票・テキストおよび実技試験内容を説明したＣＤ・実

技試験問題を送付致します。（ＣＤは必ず何回もご覧下さい。） 
   テキストは研修会の前に十分予習の上、研修会当日必ずご持参下さい。 
 
（６）合否の発表 
   試験後１ヶ月以内に合否の結果を連絡致します。 
 
（７）登録 

合格者は登録料（正会員１０，０００円、正会員以外１５，０００円）を当協会へ振込み 
のうえ登録申請して頂きますと、資格認定の証として、「連続繊維施工管理士資格証」を交付

するとともに、当協会に登録され、年 2回発行の会報「First」が送付されます。 
登録がなされませんと認定資格者としての外部評価は得られませんのでご注意ください。 
登録者は、当協会の会報に掲載されますとともに、ホームページ（http://www.fir-st.com/）
にも掲載されることになります。 
なお、登録３年経過後に資格の更新手続きが必要となります。詳細は登録者に送付される

協会発行の会報等でお知らせ致します。 
 
 
 
 
 



 

（８）今後の資格試験予定 
   施工管理士                 施工士 
   岡山 ６月 １９日(土) 岡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ   福岡 ６月２６日(土) 福岡成人訓練センター 
   熊本 ９月  ４日(土) 熊本市民会館 
 
（９）個人情報の取り扱い 

本資格の申し込みの際に取得いたしました受験者の個人情報につきましては、本資格認定試験の

みに使用し、これ以外には使用いたしません。なお、資格登録者につきましては、一部の個人情

報（氏名、勤務先）は資格登録者として当協会会報および HPにて開示いたします。 
 
【会場案内図】 

【最寄り駅までのアクセス】 

①新宿方面から 

京王線「新宿」から「京王八王子」方面又は「高尾山口」方面行き利用 

（「橋本」方面行きは途中「調布」で乗りかえが必要） 

☆特急又は準特急利用の場合、「府中」まで所要時間 20分 

「府中」で各駅停車に乗り換え 2駅目が「中河原」（所要時間約５分） 

＊所要時間乗り換え、待ち合わせ時間を含みません 

②分倍河原駅から乗り換えの場合 

JR南武線「立川」方面又は「川崎」方面から「分倍河原」駅で京王線に乗り換え 

「京王八王子」方面又は「高尾山口」方面行き（下り方面）各駅停車で「中河原」まで 1駅 

 

 



 

  交付番号  
連続繊維施工士・認定試験（東京）申込書 ※ 

        
 
 受 験 区 分 

 
    連続繊維施工士  

正会員  （該当する方に○印をつけて下さい） 
正会員以外 

ふりがな  
 申 込 者 名  

男 
・

女 

 
生 年 月 日 

昭 
・  年   月  日 
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  写真を貼付 
  ヨコ 2.5cm 
  タテ 3.0cm 
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  ヨコ 2.5cm 
  タテ 3.0cm 

連続繊維現場経験   
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